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「みどりの戦略」の実現には水田の有機化が不可欠



民間稲作研究所の有機稲作技術

◆省力・省資源の循環型有機農業による
栽培技術の開発
①種子の温湯処理技術
②稲の薄播きによる成苗育苗技術
③成苗疎植による太茎大穂稲作の増収技術
④太茎稲作による冷害の回避技術
⑤深水栽培による雑草の抑草技術
⑥２回代かきによる水田雑草の無除草技術
⑦稲の最適葉面積指数の解明
⑧稲・麦・大豆の輪作による地域循環型農業の確立
⑨トキやコウノトリを育む生物多様性農業の技術
⑩学校給食などへの有機食材の供給体制の確立

創設者 稲葉光國









◆有機稲作のポイント◆
（１）秋耕による有機質分解促進と循環的利用
（２）十分な用水の確保と圃場の整備
（３）成苗の育苗と疎植の田植え
（４）深水２回代かきによる層状構造の形成

（トロトロ層による雑草の抑制）
（５）初期深水による雑草の抑制
（６）適切な水管理で茎数の確保と根の活力維持

（適度な中干しと間断灌水） 



◆秋から始まる有機稲作→稲わらの分解



◆薄播による成苗の育成（ポット苗の例）



水位
5cm

↓

↓

深水代かきで酸素を取り込む（メタンの抑制）

↓

◆田植え前の深水代かきで土壌を撹拌
する



● ● ●

↑ ↓

↓
埋没した雑草種子

トロトロ層

◆代かき後の層状に沈降して種子を埋没

表層にトロトロ層（酸化層）ができる
＝コナギの抑制効果



◆ポット苗の田植え（土を露出させない）



◆田植え後は深水管理（７ｃｍ以上で2週間）
苗は４５～５０株/3.3㎡



◆浅水管理⇥トロトロ層が雑草を抑制している



◆無除草の有機栽培コシヒカリ（2022年）





◆有機稲作技術による温暖化ガス抑制◆

①秋耕と土壌微生物によるの有機物分解の促進
②２回代かきは水田の微生物活性を高める
植物プランクトンによる酸素がメタンを抑制

③深水代かきによって水中の酸素量を増やし
メタンの発生を抑制する

④鉄イオンの還元がメタンの発生を抑制する
⑤田畑転換で雑草とメタン生成菌が減少する



民間稲作研究所と学校給食の関わり合い
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有機給食の利点

①食材の安全性と

子供たちの健康

②食育と環境学習効果

③地域社会とのつながり

自然環境の維持

地域社会の発展



◆地域循環型の有機稲作技術は気候変動を防ぎ、
地球も生き物も健康に持続できる社会の基礎である
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